
2000（平成12）年度 第　５　号

文
化
年
間
の
藤
田
流
と

習
事
相
手
組
を
め
ぐ
る
一
考
察

米
田
　
真
理

尾
張
藩
お
抱
え
で
あ
っ
た
笛
方
藤

田
流
で
は
、
七
代
目
清
兵
衛
の
と
き
、

習
事
の
相
手
組
を
め
ぐ
る
事
件
が
起

こ
っ
た
。「
相
手
組
」
と
は
、
上
演
す

る
脇
方
・
囃
子
方
の
メ
ン
バ
ー
が
、

習
事
ご
と
に
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
事
件
に

つ
い
て
は
、
『
名
古
屋
市
史
　
風
俗

編
』
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
近

年
で
は
、
大
谷
節
子
氏
が
藤
田
家
蔵

の
書
簡
を
も
と
に
、
具
体
的
な
経
緯

に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
六
麓

会
平
成
五
年
一
二
月
例
会
）。

事
件
の
概
要
は
、
次
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。
文
化
八
年
（
一
八
一

一
）、
江
戸
の
太
鼓
方
金
春
流
家
元
で

あ
る
惣
右
衛
門
が
、
尾
張
藩
お
抱
え

の
太
鼓
方
役
者
速
水
猪
左
衛
門
を
通

じ
て
、
乱
や
道
成
寺
、
獅
子
と
い
っ

た
重
い
習
事
に
つ
い
て
は
、
藤
田
流

と
は
組
め
な
い
旨
を
伝
え
て
き
た
。

そ
の
理
由
は
、
藤
田
流
が
江
戸
に
は

な
い
流
儀
で
あ
る
か
ら
、
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。
確
か
に
、
藤
田
流
や

大
鼓
方
石
井
流
は
在
国
の
役
者
で
あ

り
、
江
戸
で
は
久
し
く
諸
流
の
相
手

を
す
る
こ
と
が
絶
え
て
い
た
。
そ
こ

で
清
兵
衛
は
藩
主
に
上
申
し
、
金
春

八
左
衛
門
ら
の
仲
介
で
、
五
座
の
大

夫
や
諸
役
の
家
元
と
の
談
判
の
末
、

旧
来
の
通
り
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の

習
事
に
つ
い
て
相
手
組
が
復
活
し
た
。

ち
な
み
に
、
藩
主
も
こ
の
結
果
を
喜

び
、
江
戸
の
諸
役
や
仲
介
役
の
八
左

衛
門
に
、
内
々
に
褒
賞
を
与
え
て
い

る
。た

だ
し
、
金
春
惣
右
衛
門
と
て
、

唐
突
に
「
習
事
相
手
組
」
の
こ
と
を

切
り
出
し
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

と
い
う
の
は
、
当
時
、
江
戸
の
家
元

格
の
役
者
た
ち
に
と
っ
て
、
相
手
組

に
つ
い
て
敏
感
に
な
ら
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
事
情
が
、
文
化
二
〜
九
年
に

幕
府
に
提
出
し
た
書
上
（
以
下
「
文

化
年
間
書
上
」
と
呼
ぶ
）
か
ら
窺
わ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
書
上
は
、
池
内
信
嘉
氏
『
能

楽
盛
衰
記
』
上
巻
に
翻
刻
さ
れ
た
も

の
（
所
蔵
者
未
詳
）
と
、
高
知
県
立

図
書
館
蔵
の
も
の
に
よ
っ
て
確
認
さ

れ
る
。
内
容
は
、
五
座
の
大
夫
お
よ

び
大
蔵
庄
左
衛
門
方
の
習
事
伝
授
目

録
と
、
習
事
相
手
組
、
諸
座
に
お
け

る
一
調
や
乱
曲
な
ど
の
目
録
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
習

事
相
手
組
は
、
習
事
と
す
る
曲
や
小

書
を
挙
げ
、
次
に
役
者
名
を
列
挙
し

て
、「
右
之
者
共
之
内
相
手
組
被
仰
付

可
被
下
候
」（
観
世
流
）
な
ど
と
記
す
。

す
な
わ
ち
、
習
事
を
上
演
す
る
役
者

を
限
定
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
の

基
準
は
「
右
之
者
共
兼
而
申
合
置
候

ニ
付
」（
喜
多
流
）
か
ら
わ
か
る
よ
う

に
、
演
出
に
つ
い
て
申
し
合
わ
せ
が

済
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
そ
の
相
手
組
の
中
に
、
藤
田
流

の
役
者
は
入
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
書
上
は
習
事
相
手
組
が
記
さ

れ
た
初
め
て
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ

う
し
た
書
上
の
性
格
は
、
実
は
政
治

と
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
先
行
す
る

享
保
や
元
文
の
書
上
は
、
八
代
将
軍

吉
宗
が
、
五
代
綱
吉
・
六
代
家
宣
時

代
に
む
や
み
に
復
曲
が
行
わ
れ
た
の

を
受
け
て
、
上
演
曲
目
の
把
握
を
主

目
的
に
提
出
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

問
題
の
文
化
年
間
書
上
は
十
一
代
家

斉
の
と
き
に
提
出
さ
れ
た
も
の
だ
が
、

家
斉
の
治
世
下
で
は
、
こ
れ
に
先
立

ち
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
に
も
書

上
提
出
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
寛

政
書
上
で
は
初
め
て
小
書
名
が
詳
細

に
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
目
的
は
、

十
代
家
治
の
指
南
役
で
も
あ
っ
た
観

世
元
章
に
よ
る
創
作
に
象
徴
的
な
、

習
事
の
増
加
に
対
す
る
措
置
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
文
化

年
間
書
上
で
は
相
手
組
ま
で
明
ら
か

に
さ
れ
、
習
事
に
対
す
る
把
握
は
一

層
強
固
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
家
斉
の
時
代
は
、
老
中

首
座
松
平
定
信
に
よ
っ
て
、
質
素
倹

約
を
推
奨
す
る
寛
政
の
改
革
が
行
わ

れ
て
い
た
。
定
信
が
寛
政
五
年
に
失

脚
し
た
後
も
、
続
く
文
化
年
間
で
は
、

新
た
な
老
中
首
座
で
あ
る
松
平
信
明

に
よ
っ
て
、
緊
縮
財
政
路
線
が
引
き

継
が
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
方
針
の

も
と
、
能
役
者
に
も
書
上
を
提
出
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
特
別
な
手
当

金
を
必
要
と
す
る
習
事
の
上
演
に
、

幾
ば
く
か
の
制
限
を
加
え
よ
う
と
し

た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
、
幕
府
と
い
う
権
力

を
背
景
と
す
る
習
事
相
手
組
の
限
定

が
、
江
戸
在
住
の
家
元
で
あ
る
金
春

惣
右
衛
門
を
し
て
、
藤
田
流
と
は
相

手
を
し
な
い
旨
を
言
わ
し
め
た
の
で
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し
ま
い
ま
し
た
。
失
礼
を
深
く
お
わ
び

申
し
上
げ
ま
す
。

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

世
阿
弥
の
修
羅
能
の
用
語
分
析

尾
本
　
頼
彦

平
成
九
年
十
一
月
の
六
麓
会
と
翌
年
二

月
の
東
海
能
楽
研
究
会
で
発
表
し
た
修
羅

能
に
関
す
る
検
討
に
つ
い
て
、
本
会
の
年

報
第
二
号
（
平
成
十
年
三
月
）
に
、「
実

盛
、
頼
政
グ
ル
ー
プ
と
清
経
、
敦
盛
グ
ル

ー
プ
の
先
後
関
係
」
と
題
し
て
骨
子
の
み

を
紹
介
し
た
。
こ
れ
は
、
シ
テ
と
ワ
キ
の

人
物
像
、
戯
曲
と
し
て
の
構
成
・
ド
ラ
マ

性
・
主
題
の
訴
え
方
、
ク
セ
の
合
戦
描
写

と
舞
グ
セ
、
ワ
キ
の
登
場
形
式
、
幽
霊
と

い
う
用
語
の
使
用
と
い
う
観
点
か
ら
の
比

較
研
究
で
あ
り
、
結
論
と
し
て
、「
実
盛
、

頼
政
グ
ル
ー
プ
が
清
経
、
敦
盛
グ
ル
ー
プ

に
先
行
す
る
」
と
し
た
。
一
方
、
三
宅
晶

子
氏
は
「
世
阿
弥
の
物
ま
ね
論
」
中
世
文

学
四
十
二
号
（
平
成
九
年
六
月
）
で
謡
舞

の
形
成
過
程
を
謡
の
作
詞
の
分
析
を
通
じ

て
考
察
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
中
で
三
宅

氏
は
、
舞
を
生
み
出
す
言
葉
と
し
て
、
誰

か
の
動
作
を
表
す
言
葉
、
感
情
を
表
現
す

る
言
葉
、
辺
り
の
気
色
・
様
子
を
描
写
し

た
り
、
指
し
示
す
言
葉
の
三
種
類
に
大
別

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
結
局
は
藤

田
流
と
の
相
手
組
が
復
活
し
た
こ
と
か
ら
、

文
化
年
間
書
上
に
申
告
さ
れ
た
相
手
組

は
、
あ
く
ま
で
幕
府
が
直
接
関
与
す
る
上

演
に
の
み
適
用
さ
れ
る
も
の
で
、
尾
張
藩

の
事
情
と
は
無
関
係
だ
っ
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
幕
府
と
尾
張
藩
の

演
能
体
制
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
で
有
効
に
機
能
し
て
い
た
と
い

え
る
の
だ
が
、
能
役
者
間
に
は
別
の
論
理

が
あ
っ
て
、
書
上
に
記
さ
れ
て
い
な
い
相

手
組
は
、
敬
遠
し
た
い
心
理
が
働
く
こ
と

が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な

が
ら
、
す
で
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
よ

う
に
、
近
世
の
能
楽
は
江
戸
を
中
心
に
し

つ
つ
も
、
必
ず
し
も
一
極
集
中
と
い
う
わ

け
で
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
上
方
に
も
、

独
自
の
体
制
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
尾

張
藩
の
演
能
も
、
五
座
の
大
夫
を
中
心
と

す
る
江
戸
へ
の
目
配
り
と
、
藩
内
で
の
独

自
の
活
動
と
の
、
両
面
か
ら
と
ら
え
ら
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
藤
田
流
の
相
手
組
を
め

ぐ
る
一
件
は
、
幕
藩
体
制
下
の
地
方
諸
藩

の
能
楽
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
た
い
へ

ん
示
唆
的
な
問
題
で
あ
る
と
い
え
る
。

﹇
お
わ
び
﹈
前
号
の
拙
稿
で
、
内
山
美

樹
子
氏
の
お
名
前
を
誤
っ
て
掲
載
し
て

し
て
お
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
舞
曲
舞
の
作

詞
法
を
先
の
三
種
類
の
言
葉
を
ど
う
使
用

し
て
い
る
か
を
も
と
に
調
査
し
て
、
修
羅

能
に
つ
い
て
は
、
通
盛
、
清
経
、
敦
盛
の

三
曲
を
分
析
さ
れ
、「
通
盛
は
、
夢
幻
能

成
立
前
後
の
早
い
時
期
に
作
ら
れ
た
舞
踊

的
性
格
で
な
い
所
作
を
演
じ
る
曲
舞
で
あ

る
こ
と
。
清
経
は
、
表
意
的
所
作
を
生
む

言
葉
を
多
用
し
つ
つ
、
所
作
に
優
雅
な
美

し
さ
が
付
加
さ
れ
る
よ
う
、
花
鳥
風
月
に

事
寄
せ
た
叙
景
や
比
喩
的
表
現
を
、
適
度

に
配
置
し
、
舞
が
か
り
の
演
技
が
、
生
み

出
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
敦
盛
は
、
言
葉
の

流
れ
を
重
視
し
た
作
詞
が
さ
ら
に
強
調
さ

れ
て
い
る
こ
と
。
行
動
を
表
す
言
葉
は
少

な
く
、
し
か
も
そ
れ
ら
は
情
景
描
写
に
直

桔
し
て
い
る
こ
と
。
所
作
は
多
重
の
意
味

を
持
た
さ
れ
、
暖
味
で
暗
示
的
な
表
現
と

な
る
こ
と
。
美
し
く
整
え
ら
れ
た
定
型
的

な
舞
方
が
あ
れ
ば
、
そ
の
型
が
抵
抗
な
く

活
用
で
き
る
詞
章
で
あ
る
こ
と
」
を
示
し

て
お
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
三
宅
氏
の
分
析
方
法
を

借
用
し
、
通
盛
、
実
盛
、
頼
政
、
清
経
、

敦
盛
の
五
曲
の
ク
セ
の
比
較
分
析
を
試
み

た
。
分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
数
値
化
し
て

定
量
的
に
評
価
で
き
る
よ
う
な
方
法
を
新

し
く
提
案
す
る
が
、
紙
面
の
都
合
も
あ
る

の
で
骨
子
の
み
述
べ
て
み
た
い
。

一．

単
文
ま
た
は
連
文
節
へ
の
分
解

ク
セ
の
文
章
を
、
意
味
の
上
で
、
主
語

と
述
語
か
ら
な
る
単
文
ま
た
は
ひ
と
つ
の

意
味
を
な
す
連
文
節
に
分
解
す
る
こ
と
を

原
則
と
す
る
。
当
然
主
語
が
省
略
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
、
敦
盛
の
ク

セ
の
初
め
は
表
１
の
よ
う
に
分
解
す
る
。

清
経
の
例
で
い
え
ば
、（
保
元
の
春
の
花
）

（
寿
永
の
秋
の
紅
葉
と
て
）（
散
り
ぢ
り
に

な
り
浮
か
む
）（
一
葉
の
舟
な
れ
や
）（
柳

が
浦
の
秋
風
の
）（
追
ひ
手
顔
な
る
後
の

波
）（
し
ら
さ
ぎ
の
群
れ
居
る
松
見
れ
ば
）

…
…
と
分
解
す
る
。

二．

単
文
ま
た
は
連
文
節
の
種
類
分
け

分
解
し
た
単
文
ま
た
は
連
文
節
を
、「
行

動
描
写
」「
心
情
描
写
」「
情
景
描
写
」「
状

況
説
明
」
の
４
種
類
に
分
類
す
る
。
勿

論
、「
行
動
描
写
」
で
あ
り
、
同
時
に
「
情

景
描
写
」
で
あ
る
も
の
も
あ
り
、
複
数
選

択
は
可
能
と
す
る
。
た
だ
し
ほ
と
ん
ど
の

「
行
動
描
写
」
と
「
情
景
描
写
」
は
同
時

に
「
心
情
描
写
」
と
判
断
さ
れ
る
の
で
、

あ
え
て
こ
の
重
複
選
択
は
し
な
い
も
の
と

す
る
。
つ
ま
り
「
心
情
描
写
」
は
純
粋
に

「
心
情
描
写
」
の
み
の
も
の
と
す
る
。「
状

況
説
明
」
に
そ
の
他
を
含
め
る
。
例
え
ば
、

敦
盛
の
例
で
分
類
す
る
と
表
１
の
よ
う
に
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萬
里
雄
氏
は
「
実
盛
の
は
な
し
」
能
楽
思

潮
三
十
二
号
（
昭
和
四
十
年
七
月
）
で

「
世
阿
弥
が
書
い
た
実
盛
の
文
章
自
体
が
、

類
型
的
な
ク
セ
を
舞
わ
せ
な
い
つ
も
り
で

書
い
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」
と
指
摘

し
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
指
摘
は
、
三
宅
氏

が
舞
踊
的
性
格
で
な
い
所
作
を
演
じ
る
曲

舞
と
さ
れ
る
通
盛
と
同
じ
程
度
の
用
語
構

造
を
実
盛
が
持
つ
こ
と
か
ら
納
得
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
ク
セ
の
定
量
的
な
詞
章
分
析
よ
り
、

修
羅
能
の
ク
セ
が
謡
舞
化
し
て
、
舞
グ
セ

と
な
っ
て
い
く
程
度
か
ら
も
、「
実
盛
、
頼

政
グ
ル
ー
プ
が
清
経
、
敦
盛
グ
ル
ー
プ
に

先
行
す
る
」
と
い
う
先
に
得
ら
れ
た
結
論

が
支
持
さ
れ
る
。

『
狂
言
集
成
』

挿
絵
の
誤
り
に
つ
い
て藤

岡
　
道
子

狂
言
の
絵
画
に
つ
い
て
、
近
年
い
さ
さ

か
の
考
察
を
ま
と
め
て
き
た
。
狂
言
の
研

究
に
、
特
に
写
真
資
料
の
な
い
時
代
の
狂

言
研
究
に
、
絵
画
資
料
が
非
常
に
有
効
で

あ
る
こ
と
は
論
ず
る
ま
で
も
な
い
が
、
そ

の
数
の
少
な
さ
と
絵
画
を
史
料
と
す
る
こ

と
の
危
う
さ
で
そ
の
活
用
は
活
発
で
は
な

か
っ
た
。
あ
り
て
い
に
言
え
ば
ほ
と
ん
ど

等
閑
に
付
さ
れ
て
き
た
こ
の
分
野
の
資
料

は
、
そ
れ
ゆ
え
参
考
と
し
て
使
用
さ
れ
る

と
き
誤
っ
た
用
い
ら
れ
方
を
す
る
事
も
多

い
。
例
え
ば
そ
の
絵
画
の
筆
者
、
制
作
年

代
、
ま
た
画
中
の
曲
名
の
誤
り
な
ど
、
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
や
図
録
な
ど
を
開
い
て
気
付

か
れ
た
か
た
も
多
い
で
あ
ろ
う
。

『
狂
言
集
成
』
は
和
泉
流
三
宅
派
の
台

本
で
、
本
狂
言
の
ほ
か
番
外
曲
、
間
狂
言

も
含
ん
で
収
載
曲
数
の
き
わ
め
て
多
い
、

研
究
上
に
も
一
級
の
資
料
で
あ
る
。
本
狂

言
に
は
挿
絵
が
付
さ
れ
て
お
り
、
舞
台
を

さ
な
が
ら
見
る
よ
う
で
そ
の
有
益
な
こ
と

こ
の
上
も
な
い
。
挿
絵
は
、『
狂
言
集
成
』

出
版
当
時
（
昭
和
六
年
）
の
舞
台
写
真
、

版
本
『
狂
言
記
』
の
挿
絵
、
お
よ
び
近
世

初
期
の
狂
言
絵
（『
狂
言
集
成
』
序
言
に
、

故
黒
木
勘
蔵
氏
の
所
蔵
で
、
時
代
は
元
禄

を
下
ら
ぬ
、
然
も
出
処
の
正
し
い
逸
品
と

記
さ
れ
て
い
る
も
の
）
の
三
種
で
あ
る
。

挿
絵
に
関
す
る
説
明
は
右
に
引
用
し
た
序

言
の
一
行
の
み
で
、
舞
台
写
真
に
日
時
や

役
者
名
な
ど
注
記
の
な
い
こ
と
も
惜
し
ま

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
て
本
稿
に
お
い
て
は
、
右
に
挙
げ
た

三
種
の
挿
絵
の
う
ち
三
番
目
の
狂
言
絵
に

つ
い
て
言
及
し
た
い
と
思
う
。
こ
の
類
の

狂
言
絵
は
全
部
で
四
十
四
葉
あ
り
、
い
ず
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各
描
写
の
種
類
と
「
行
動
描
写
＋
情

景
描
写
」
の
総
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（
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節
）
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２
に
分
析
結
果
を
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ご
と
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、
通

盛
と
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ど
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率
で
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。
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と
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描
写

比
率
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特
に
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行
動
描
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＋
情
景
描
写
」
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の
比
率
が
低
い
。
と
こ
ろ
が
、
頼
政
、
清

経
、
敦
盛
の
順
に
行
動
描
写
率
が
減
少
し

（
た
だ
し
頼
政
は
五
十
％
同
率
）、
情
景
描

写
及
び
行
動
描
写
と
情
景
描
写
の
総
和
の

比
率
が
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
明
白
で
あ

る
。
三
宅
氏
の
通
盛
、
清
経
、
敦
盛
に
関

す
る
指
摘
は
表
２
の
数
字
に
よ
り
定
量
的

に
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
横
道

表１　敦盛クセの単文（連文節）分解例と種類分け

敦盛クセの単文（連文節）分解例 行動描写 心情描写 情景描写 状況説明
しかるに平家世を取って ○
二十余年まことにひと昔の ○
過ぐるは夢のうちなれや ○
寿永の秋の葉の四方の嵐に誘はれ ○
散りぢりになる一葉の ○
舟に浮き ○ ○
波に臥して ○ ○
夢にだにも帰らず ○
籠鳥の雲を恋ひ ○
帰雁列を乱るなる ○

表２ 世阿弥修羅能のクセの描写の種類の出現率比較表（単位：％，総数は個数）

通　盛 50 18 14 23 ５ 22

実　盛 50 25 15 15 ５ 20

頼　政 50 11 33 22 17 18

清　経 45 34 37 ２ 18 38

敦　盛 29 25 71 ４ 29 24

行動描写 心情描写 情景描写 状況説明 行動＋情景 単文総数
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が
、
当
時
の
シ
テ
の
扮
装
に
多
分
に
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
え
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
た
と
え
ば
二
十

葉
め
の
「
墨
塗
」
に
は
泣
く
ま
ね
を
し
て

顔
に
墨
を
塗
っ
て
し
ま
う
女
が
ふ
た
り
描

か
れ
て
お
り
、こ
の
絵
の
基
づ
い
た
台
本
が

ど
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
の
か
、
気
に

な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
四
十
四
葉
の
狂
言
絵
の
う
ち
誤
っ

て
別
の
曲
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
も
の
が
二

葉
あ
る
。「
因
幡
堂
」
お
よ
び
「
枕
物
狂
」

で
、
そ
の
絵
を
次
に
引
用
す
る
。

れ
も
扮
装
し
た
役
者
の
み
の
画
面
で
、
建

築
と
し
て
の
舞
台
や
観
客
や
周
囲
の
景
観

な
ど
は
描
か
れ
ず
、
す
な
わ
ち
演
出
資
料

と
し
て
信
頼
す
る
に
足
る
も
の
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
一
葉
め
の
「
朝

比
奈
」
の
シ
テ
は
さ
ば
き
髪
に
白
鉢
巻
、

七
つ
道
具
を
腰
に
差
し
、
太
刀
を
佩
い
て

白
大
口
を
つ
け
て
い
る
。
こ
れ
は
「
続
狂

言
記
」
の
挿
絵
に
近
い
が
、
上
着
が
白
水

衣
で
な
い
厚
板
風
の
衣
装
を
壷
折
の
よ
う

に
着
て
い
る
。
こ
の
絵
と
「
続
狂
言
記
」

の
挿
絵
と
は
時
代
が
近
い
と
考
え
ら
れ
る

一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
こ
の
「
因
幡

堂
」
の
絵
は
「
鷺
」、「
枕
物
狂
」
の
絵
は

「
法
師
が
母
」
で
あ
る
。「
鷺
」
に
お
い
て

神
泉
苑
の
鷺
の
も
の
ま
ね
を
す
る
太
郎
冠

者
が
白
い
衣
を
被
い
て
い
る
様
が
、「
因
幡

堂
」
の
西
門
の
シ
ー
ン
、
女
が
衣
を
被
い

で
夫
を
だ
ま
そ
う
と
立
っ
て
い
る
と
こ
ろ

に
誤
解
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。『
狂
言
集

成
』
の
狂
言
絵
に
あ
っ
て
、
被
衣
の
下
に

は
あ
り
あ
り
と
丸
紋
の
狂
言
袴
が
の
ぞ
い

て
い
る
。
顔
の
あ
た
り
に
は
く
ち
ば
し
に

見
た
て
た
扇
が
見
え
て
い
る
。「
因
幡
堂
」

で
な
い
こ
と
は
明
瞭
な
の
だ
が
、
こ
う
し

た
誤
り
が
あ
る
の
で
あ
る
。「
法
師
が
母
」

の
絵
は
「
枕
物
狂
」
と
は
取
り
違
え
よ
う

も
な
い
の
だ
が
、
肩
の
笹
が
誤
ら
せ
た
の

だ
ろ
う
。
こ
の
挿
絵
の
誤
り
は
昭
和
四
十

九
年
の
復
刻
版
に
お
い
て
も
訂
正
注
記
さ

れ
ず
使
わ
れ
て
い
る
。
絵
画
資
料
が
い
か

な
る
扱
い
を
受
け
て
い
た
か
、
し
か
し
そ

れ
は
今
日
に
至
っ
て
も
さ
し
て
変
わ
ら
ぬ

状
況
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
当
時
を
責

め
ら
れ
な
い
の
か
も
知
れ
ぬ
。

『
狂
言
集
成
』
挿
絵
に
は
先
に
引
用
し

た
「
墨
塗
」
の
ほ
か
、
当
時
の
面
白
い
演

出
を
伝
え
る
も
の
が
あ
る
。「
犬
山
伏
」
の

犬
の
毛
ご
ろ
も
、「
う
つ
ぼ
猿
」
の
猿
の
扮

装
。「
千
鳥
」
の
太
郎
冠
者
は
桶
を
足
に

結
わ
え
て
引
い
て
ゆ
く
。『
狂
言
集
成
』
の

挿
絵
が
演
出
資
料
と
し
て
信
憑
性
の
あ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
。
誤
り
は

惜
し
み
つ
つ
、
適
切
に
活
用
し
て
い
く
こ

と
が
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

（
本
稿
は
「
描
か
れ
た
狂
言
│
近
世

狂
言
絵
画
の
諸
例
を
見
わ
た
す
」
聖

母
女
学
院
短
期
大
学
研
究
紀
要
第
三

十
集
二
〇
〇
一
・
三
発
行
の
拾
遺
編

で
あ
る
。）

高
等
学
校
国
語
科
に
お
け
る

「
謡
曲
・
狂
言
」の
教
材
化
の
試
み

新
指
導
要
領
に
お
け
る
「
国
語
科
」

教
材
の
可
能
性
を
探
る

江
崎

寛

一
　
は
じ
め
に

平
成
十
五
年
度
よ
り
新
指
導
要
領
が
施

行
さ
れ
る
。
国
語
科
は
、
選
択
必
修
が

「
国
語
総
合
」
・
「
国
語
表
現
Ⅰ
」、

選

択
必
修
科
目
が
「
国
語
表
現
Ⅱ
」・「
現
代

文
」・「
古
典
」・「
古
典
講
読
」
等
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
科
目
に
お
い
て
日
本
古
来
の
伝

統
文
化
で
あ
る
「
古
典
の
世
界
」（
謡
曲
・

狂
言
）
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
の
か
非

常
に
興
味
深
い
。
本
稿
で
は
、
高
等
学
校

国
語
科
で
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
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そ
の
一
単
元
と
し
て
「
謡
曲
・
狂
言
」

を
扱
い
得
る
。

三
　
国
語
科
に
お
け
る
「
古
典
」
と

「
謡
曲
・
狂
言
」
と
の
関
連
に
つ
い
て

a

国
語
科
に
お
け
る
「
古
典
」
の
位
置

の
変
化

新
指
導
要
領
下
の
国
語
科
は
、
展
開

内
容
も
大
き
く
変
わ
り
「
話
す
こ
と
・

聞
く
こ
と
」
に
十
五
時
間
程
度
、「
書

く
こ
と
」
に
三
十
時
間
程
度
と
い
う
具

体
的
配
当
時
間
が
明
示
さ
る
。
し
た
が

っ
て
授
業
展
開
は
古
典
の
読
解
を
重
視

し
た
従
来
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
く
る
。

古
典
に
充
て
ら
れ
た
時
間
を
、
今
後
は

維
持
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
高
い
。

b

教
科
書
に
お
け
る
「
謡
曲
・
狂
言
」

「
謡
曲
・
狂
言
」
が
教
材
と
し
て
採
用

さ
れ
て
い
る
教
科
書
は
、
ま
れ
で
あ
る
。

平
成
十
二
年
度
用
国
語
科
全
教
科
書
の

出
典
調
査
（
「
高
等
学
校
の
国
語
教
科

書
は
何
を
扱
っ
て
い
る
か
。」（
京
都
書

房
））
に
よ
る
と
「
大
黒
連
歌
」・「
隅
田

川
」・「
井
筒
」・「
忠
度
」・「
道
成
寺
」

の
五
つ
で
あ
る
。
こ
の
状
況
は
新
指
導

要
領
下
で
は
、
よ
り
悪
化
す
る
。
授
業

時
間
数
減
少
で
教
科
書
会
社
側
と
し
て

も
、
従
来
の
内
容
を
維
持
す
る
た
め
に
、

「
謡
曲
・
狂
言
」
は
採
用
し
に
く
く
な

た
「
謡
曲
・
狂
言
」
の
教
材
化
の
可
能
性
及

び
そ
の
問
題
点
を
考
察
し
て
ゆ
き
た
い
。

二
　
「
謡
曲
・
狂
言
」
を
扱
い
得
る

教
科
・
科
目
に
つ
い
て

a

国
語
科
・「
国
語
総
合
」・「
古
典
講
読
」

新
指
導
要
領
で
は
、
古
典
は
、
必
修

科
目
の
「
国
語
総
合
」
、
選
択
科
目
の

「
古
典
」
及
び
「
古
典
講
読
」
に
お
い
て

扱
わ
れ
る
。
こ
の
点
で
は
現
行
と
同
じ

で
あ
る
。

b

芸
術
科
・「
音
楽
Ⅱ
」

新
指
導
要
領
の
音
楽
Ⅱ
で
は
、
内

容
の
取
扱
い
c
に
「
主
と
し
て
三
味
線

楽
（
語
り
物
）、
能
楽
・
琵
琶
楽
な
ど
を

扱
う
よ
う
に
す
る
。」
と
あ
る
。

c

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」・「
学
校

設
定
科
目
」

教
科
横
断
的
な
色
彩
の
強
い
「
総
合

的
な
学
習
」
の
中
の
一
単
元
と
し
て
扱

え
る
。
同
様
に
「
学
校
設
定
教
科
」
に

お
い
て
、
国
語
に
属
す
る
「
郷
土
文

学
」、
地
理
歴
史
に
属
す
る
「
郷
土
文

化
」、
芸
術
に
属
す
る
「
伝
統
芸
能
」
等

の
科
目
で
扱
え
る
。
ま
た
「
学
校
設
定

科
目
」
と
し
て
、
伝
統
芸
能
、
伝
統
音

楽
、
武
道
、
茶
道
、
和
装
、
伝
統
　
工

芸
な
ど
を
内
容
と
す
る
「
日
本
文
化
」

な
ど
と
い
う
科
目
を
設
定
で
き
れ
ば
、

る
。
あ
る
教
科
書
会
社
に
問
い
合
わ
せ

た
と
こ
ろ
、
現
在
「
謡
曲
・
狂
言
」
を

教
材
と
し
て
掲
載
し
て
い
る
教
科
書
も
、

次
回
改
訂
で
は
掲
載
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
、

と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

四
　
「
謡
曲
・
狂
言
」
を
取
り
入
れ
た

想
定
授
業
案

「
謡
曲
・
狂
言
」
を
教
材
化
す
る
場
合

に
は
、
二
つ
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
一

つ
は
導
入
教
材
と
し
て
、
も
う
一
つ
は
、

発
展
教
材
と
し
て
で
あ
る
。
以
下
に
そ
の

想
定
概
略
案
を
示
す
。

a

導
入
教
材
と
し
て
の
「
謡
曲
・
狂
言
」

（
謡
曲
「
融
」
と
宇
治
拾
遺
物
語
・
第
一

五
一「
河
原
の
院
融
公
の
霊
住
む
こ
と
」）

授
業
展
開
案
（
全
三
時
限
）

①
　
第
一
時
限
（
謡
曲
ビ
デ
オ
鑑
賞
と

解
説
及
び
読
解
）

②

第
二
時
限
（
謡
曲
に
描
か
れ
た
融

像
の
理
解
と
宇
治
拾
遺
物
語
の
読
解
）

③

第
三
時
限
（
宇
治
拾
遺
か
ら
謡
曲

へ
「
融
」
像
の
変
化
・
グ
ル
ー
プ
学

習
）

b

発
展
教
材
と
し
て
の
「
謡
曲
・
狂
言
」

（
源
氏
物
語
「
葵
」
か
ら
謡
曲
「
葵
」
へ
）

授
業
展
開
案
（
全
六
時
限
）

①

第
一
時
限
（
源
氏
物
語
の
概
要
と

「
葵
」
の
巻
）

②

第
二
時
限
〜
第
四
時
限
（「
葵
」
の

読
解
）

③

第
五
時
限
（
謡
曲
「
葵
上
」
の
能

楽
堂
で
の
鑑
賞
）

④

第
六
時
限
（
源
氏
物
語「
葵
」
と
謡

曲「
葵
上
」の
比
較
・
グ
ル
ー
プ
討
論
）

五
　
「
謡
曲
・
狂
言
」の
教
材
化
に
お
け
る

提
言

以
上
、
「
謡
曲
・
狂
言
」
と
高
等
学
校

国
語
科
と
の
関
連
及
び
「
謡
曲
・
狂
言
」

を
教
材
と
し
た
想
定
授
業
案
を
示
し
て
き

た
。
以
下
に
そ
れ
ら
を
元
に
考
察
し
た
提

言
等
を
示
し
た
い
。

a

「
学
校
設
定
教
科
・
科
目
」に
お
け
る

「
謡
曲
・
狂
言
」の
積
極
的
な
採
用
。

新
指
導
要
領
に
お
い
て
設
定
可
能
に

な
っ
た
「
学
校
設
定
科
目
」
及
び
「
学

校
設
定
教
科
」
を
積
極
的
に
活
用
す
れ

ば
「
謡
曲
・
狂
言
」
を
大
胆
に
教
材
化

で
き
る
可
能
性
が
開
け
る
。
こ
れ
ら
の

科
目
は
、
検
定
教
科
書
が
用
意
さ
れ
な

い
の
で
、
教
材
採
択
が
自
由
に
な
る
か

ら
で
あ
る
。

b

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
の
導
入
に
よ

る
「
情
報
」
と
の
合
科
授
業
の
活
用

新
教
科
「
情
報
」
に
お
い
て
利
用
で

き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た

「
謡
曲
・
狂
言
」
関
連
の
コ
ン
テ
ン
ツ
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ラ
シ
ド
を
基
礎
に
し
て
表
現
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
。
し
か
し
厳
密
に
云
え
ば
、
ク
リ

音
や
中
ウ
キ
音
の
よ
う
に
、
ピ
ア
ノ
の
発

す
る
音
と
は
か
な
り
異
な
る
部
分
が
あ
る
。

十
二
平
均
律
で
は
一
オ
ク
タ
ー
ブ
が
一
二

〇
〇
セ
ン
ト
、
全
音
が
二
〇
〇
セ
ン
ト
、

半
音
が
一
〇
〇
セ
ン
ト
で
表
さ
れ
、
極
め

て
理
解
し
や
す
い
が
、
謡
曲
の
音
階
を
正

確
に
示
す
た
め
に
は
倍
音
を
用
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

倍
音
は
図
に
示

し
た
よ
う
に
、
一

本
の
弦
を
１
／
２

に
し
た
時
に
発
す

る
音
を
二
倍
音
、

１
／
３
に
し
た
時

に
発
す
る
音
を
３

倍
音
等
と
云
う
が
、

こ
れ
ら
の
音
を
五

線
で
現
す
と
譜
の

よ
う
に
な
る
。

の
拡
充
を
積
極
的
に
図
る
。
ま
た
マ
ル

チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
の
作
成
等
も
積
極
的

に
行
う
こ
と
に
よ
り
国
語
科
と
教
科

「
情
報
」
と
の
合
科
的
授
業
で
「
謡
曲
・

狂
言
」
を
扱
え
る
可
能
性
が
開
け
る
。

c

地
域
の
施
設
や
関
係
者
と
の
連
携

学
校
外
の
「
能
・
狂
言
」
サ
ー
ク
ル

や
各
都
市
に
点
在
す
る
能
舞
台
を
中
心

と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
学
校
教

育
へ
の
積
極
的
な
参
加
が
望
ま
れ
る
。

新
指
導
要
領
下
、
国
語
科
単
独
で
は
、

「
謡
曲
・
狂
言
」
を
積
極
的
に
教
材
化
で
き

る
余
地
は
、
減
少
す
る
が
、
総
合
的
な
学

習
の
時
間
や
学
校
設
定
科
目
・
教
科
を
効

果
的
に
運
用
す
れ
ば
、
国
語
科
と
い
う
単

独
の
教
科
を
越
え
た
新
た
な
形
で
の
「
謡

曲
・
狂
言
」
を
学
校
教
育
の
中
に
再
生
で
き

る
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
た
め
に
も
学
校

外
の
関
係
団
体
の
積
極
的
な
支
援
や
ア
プ

ロ
ー
チ
が
今
こ
そ
必
要
と
さ
れ
る
て
い
る
。

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

〈
解
説
〉

謡
曲
の
音
階
表
示
に
つ
い
て

（
前
号
の
続
き
）

小
島
　
英
幸

謡
曲
の
音
階
は
、
ピ
ア
ノ
に
よ
る
十
二

平
均
律
が
普
及
し
て
い
る
現
代
で
は
、
一

般
に
は
ピ
ア
ノ
の
発
す
る
ド
レ
ミ
フ
ァ
ソ

こ
の
倍
音
に
よ
れ
ば
、
謡
曲
音
階
は
図
の

よ
う
に
示
さ
れ
る
。

こ
れ
を
ピ
ア
ノ
の
十
二
平
均
律
で
近
似

的
に
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
り
、
倍
音
に

よ
る
音
と
は
か
な
り
異
な
る
部
分
が
あ
る

こ
と
が
理
解
さ
れ
る
（
単
位
セ
ン
ト
）。

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

〈
紹
介
〉

名
古
屋
狂
言
共
同
社
所
蔵

山
脇
和
泉
家
伝
来

九
冊
組
　
間
狂
言
本
　
　
　
　
　

飯
塚
　
恵
理
人

現
在
狂
言
共
同
社
所
蔵
の
間
狂
言
の
本

に
九
冊
組
の
青
表
紙
本
が
あ
る
。（
以
下

『
共
同
社
本
』
と
略
称
す
る
。）『
共
同
社

本
』
は
山
脇
和
泉
家
に
伝
来
し
、
和
泉
流

家
元
で
あ
っ
た
佐
藤
清
次
郎
氏
か
ら
、
井

上
礼
之
助
師
を
通
し
て
共
同
社
に
も
た
ら

さ
れ
た
。
奥
書
等
は
な
い
が
、
内
容
か
ら

考
え
て
現
在
知
ら
れ
て
い
る
和
泉
流
の
間

狂
言
本
の
中
で
最
古
に
属
す
る
本
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
稀
曲
の
詞
章
を
多
く

持
つ
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
題
箋
に
「
九
」

の
字
が
入
っ
て
い
る
の
は
あ
る
段
階
で
こ

の
本
が
九
冊
の
ま
と
ま
り
を
持
つ
と
意
識

さ
れ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

題
箋
に
書
物
の
順
番
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

現
在
の
五
番
立
分
類
か
ら
考
え
て
、
こ
の

よ
う
な
順
が
想
定
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
と
い
う
予
想
で
本
の
順
を
定
め
、

曲
目
を
挙
げ
さ
せ
て
頂
い
た
。
御
教
示
の

程
を
お
願
い
し
た
い
。
こ
の
書
に
つ
い
て

は
順
次
紀
要
等
で
翻
刻
・
発
表
さ
せ
て
頂

く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
と
り
急
ぎ
、

そ
の
題
箋
と
曲
名
目
録
の
み
紹
介
さ
せ
て

頂
き
た
い
。（【
】
内
は
欠
字
推
定
）

〔
一
〕『
語
脇
能
　
九
　
上
』

（
１
）
高
砂
（
２
）
志
賀
（
３
）
弓
八
幡

（
４
）
呉
服
（
５
）
佐
保
山
（
６
）
右
近

（
７
）
追
松
（
８
）
鵜
羽
（
９
）
御
裳
濯

（
10
）
淡
路
（
11
）
放
生
川
（
12
）
伏
見

（
13
）
岩
舟
（
14
）
箱
崎
（
15
）
浦
嶋

（
16
）
玉
采
嶋
川
（
17
）
子
守
（
18
）
葛

城
賀
茂
（
19
）
吉
野

東海能楽研究会年報　第５号

－ 6 －

倍音
クリ
100（63）

上ウ
200（204）
上
200（204）

サシ上
100（112）

中ウ
200（182）
中
200（182）

下ノ中
300（316）
下

倍音

－ 188 －



（
101
）
落
葉
（
102
）
濕
衣

〔
五
〕『
雑
語
間
　
九
』

（
103
）
項
羽
（
104
）
舟
橋
（
105
）
錦
木
（
106
）

女
郎
花
（
107
）
鵜
飼
（
108
）
阿
漕
（
109
）

野
守
（
110
）
遊
行
柳
（
111
）
鵺
（
112
）
融

（
113
）
熊
坂
（
114
）
小
塩
（
115
）
雲
林
院

（
116
）
伏
木
曽
我
（
117
）
猩
々
（
118
）
諸

社
（
119
）
獅
子
（
120
）
信
夫
（
121
）
草
薙

（
122
）
泣
不
動
（
123
）
求
塚
（
124
）
鐘
馗

（
125
）
松
虫

〔
六
〕『
語
之
類
　
九
　
上
』

（
126
）
殺
生
石
（
127
）
世
界
（
128
）
車
僧

（
129
）
大
仏
供
養
（
130
）
現
在
鵺
（
131
）
羅

生
門
（
132
）
土
蛛
（
133
）
長
郎
（
134
）
二

人
祇
王
（
135
）
守
久
（
136
）
橋
弁
慶
（
137
）

大
原
御
幸
（
138
）
鉢
木
（
139
）

狩
（
140
）

鶴
亀
（
141
）
鞍
馬
天
狗
（
142
）
夜
打
曽
我

（
143
）
大
会
（
144
）
舎
利
（
145
）
同

〔
七
〕『
詠
の
類
　
九
　
下
』

（
146
）
雷
電
（
147
）
輪
蔵
（
148
）
飛
雲
（
149
）

葛
城
天
狗
（
150
）
大
磐
若
（
151
）
一
角
仙

人
（
152
）
富
士
山
（
153
）
菅
丞
相
（
154
）

松
山
（
155
）
生
贄
（
156
）
空
巴
（
157
）
玄
上

（
158
）
空
腹
（
159
）
正
尊
（
160
）
錦
戸
（
161
）

楯
尾
（
162
）
太
勢
太
子
（
163
）
龍
虎
（
164
）

檀
風
（
165
）
縄
鈴
木
（
166
）
桜
間
（
167
）

巌
洞
（
168
）
犀
（
169
）
河
水
（
170
）
調

伏
曽
我
（
171
）
馬
乞
佐
左
木
（
172
）
第
六

天
（
173
）
降
魔
（
174
）
石
橋

〔
八
〕『
応
答
　
九
　
上
』

〔
二
〕『
末
社
　
脇
能
　
九
　
下
』

（
20
）
賀
茂
（
21
）
難
波
（
22
）
白
髭
（
23
）

嵐
山
（
24
）
白
楽
天
（
25
）
寝
覚
（
26
）
源

太
夫
（
27
）
小
鍛
冶
（
28
）
鵜
羽
（
29
）
道

明
寺
（
30
）
和
布
刈
（
31
）
九
世
戸
（
32
）

江
嶋
（
33
）
松
尾
（
34
）
雨
月
（
35
）
鵜

祭
（
36
）
玉
井
（
37
）
絵
馬
（
38
）
七
夕

（
39
）
熱
田
（
40
）
浦
嶋
（
41
）
ま
な
い

の
原
（
42
）
孫
思

（
43
）
持
統
（
44
）

西
王
母
（
45
）
東
坊
作
（
46
）
養
老
（
47
）

金
札
（
48
）
大
社
（
49
）
氷
室
（
50
）
竹

生
嶋
（
51
）
同
（
52
）
鶴
亀
（
53
）
皇
帝

（
54
）
賀
茂
御
田
（
55
）
白
髭
道
者
（
56
）

追
松〔

三
〕『【
修
】
羅
語
間
　
九
』

（
57
）
田
村
（
58
）
頼
政
（
59
）
真
盛
（
60
）

忠
則
（
61
）
箙
（
62
）
敦
盛
（
63
）
兼
平

（
64
）
道
盛
（
65
）
八
嶋
（
66
）
朝
長
（
67
）

知
章
（
68
）
碇
潜
（
69
）
野
口
（
70
）
巴

（
71
）
河
原
太
郎
（
72
）
貞
任
（
73
）
悪
源

太
（
74
）
経
政

〔
四
〕『
女
語
間
　
九
』

（
75
）
江
口
（
76
）
井
筒
（
77
）
芭
蕉
（
78
）

定
家
（
79
）
采
女
（
80
）
玉
葛
（
81
）
東

北
（
82
）
野
々
宮
（
83
）
夕
顔
（
84
）
当
摩

（
85
）
仏
原
（
86
）
伯
母
捨
（
87
）
槿
（
88
）

浮
舟
（
89
）
小
蝶
（
90
）
桧
垣
（
91
）
梅

枝
（
92
）
葛
城
（
93
）
海
士
（
94
）
六
浦

（
95
）
誓
願
寺
（
96
）
龍
田
（
97
）
橋
姫

（
98
）
半
蔀
夕
顔
（
99
）
空
蝉
（
100
）
三
輪

（
175
）
安
宅
（
176
）
芦
刈
（
177
）
天
鼓
（
178
）

藤
栄
（
179
）
藤
戸
（
180
）
春
栄
（
181
）
舟

弁
慶
（
182
）
黒
塚
（
183
）
篭
太
鼓
（
184
）
道

成
寺
（
185
）
国
栖
（
186
）
果
月
（
187
）
百

万
（
188
）
葵
上
（
189
）
自
然
居
士
（
190
）
東

巌
居
士
（
191
）
感
陽
宮
（
192
）
放
下
僧
（
193
）

吉
野
静
（
194
）
三
井
寺
（
195
）
西
行
桜
（
196
）

楊
貴
妃
（
197
）
善
知
鳥
（
198
）
松
風
（
199
）

小
袖
曽
我
（
200
）
邯
鄲
（
201
）
班
女
（
202
）

竹
雪
（
203
）
富
士
太
鼓
（
204
）
木
賊
（
205
）

七
騎
落
（
206
）
俊
成
忠
則
（
207
）
望
月
（
208
）

小
督
（
209
）
雲
雀
山
（
210
）
俊
寛
（
211
）

愛
染
河
（
212
）
山
姥
（
213
）
夜
打
曽
我

（
214
）
大
江
山

〔
九
〕『
応
答
　
九
　
下
』

（
215
）
鳥
追
（
216
）
元
服
曽
我
（
217
）
水
無

瀬
（
218
）
丹
後
物
狂
（
219
）
土
車
（
220
）
弱

法
師
（
221
）
蝉
丸
（
222
）
兼
元
（
223
）
身

売
（
224
）
正
儀
（
225
）
太
木
（
226
）
横
山

（
227
）
局
六
代
（
228
）
巻
衣
（
229
）
関
原
与

一
（
230
）
唐
船
（
231
）
斎
藤
五
（
232
）
春

近
（
233
）
常
陸
帯
（
234
）
善
司
曽
我
（
235
）

金
輪
（
236
）
岡
崎
（
237
）
武
文
（
238
）
愛

寿
（
239
）
初
雪
（
240
）
同
（
241
）
庭
鳥
龍

田
（
242
）
鷺
（
243
）
現
在
熊
坂
（
244
）
広

元
（
245
）
清
重
（
246
）
隠
岐
院
（
247
）
摂

待
（
248
）
粉
河
寺
（
249
）
室
君
（
250
）
比

良
（
251
）
皇
帝
（
252
）
高
野
敦
盛
（
253
）
木

曽
願
書
（
254
）
篭
祇
王
（
255
）
羊
（
256
）
綾

之
鼓
（
257
）
双
紙
洗
（
258
）
千
引
（
259
）
返

魂
香
（
260
）
烏
帽
子
折
（
261
）
会
盟
（
262
）

浜
涯
（
263
）【
水
】
無
月
祓

（
264
）
高
野

物
狂付

記

貴
重
な
間
狂
言
本
の
閲
覧
・
翻

刻
を
許
可
頂
き
ま
し
た
佐
藤
友
彦

先
生
に
心
よ
り
感
謝
致
し
ま
す
。

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

丹
波
猿
楽
矢
田
座
の
転
出
時
期

林

和
利
　

本
座
と
も
称
さ
れ
た
丹
波
猿
楽
の
矢
田

座
は
、
南
北
朝
期
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け

て
、
現
在
の
京
都
府
亀
岡
市
矢
田
町
を
本

拠
と
し
て
活
動
し
た
。
矢
田
（
鍬
山
）
神

社
の
神
事
猿
楽
な
ど
に
奉
仕
し
て
い
た
が
、

や
が
て
大
和
猿
楽
に
合
流
し
、
観
世
座
な

ど
の
地
謡
と
し
て
江
戸
に
移
住
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
時
期
が
明

確
で
な
い
。

能
勢
朝
次
『
能
楽
源
流
考
』
は
「
矢
田

猿
楽
が
矢
田
の
地
と
全
然
関
係
な
き
者
と

な
り
了
つ
た
の
は
、
江
戸
初
期
」
と
推
定

し
て
い
る
。
明
確
な
の
は
、
同
社
社
記
に

よ
り
、
①
慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
）
に

矢
田
神
社
祭
礼
で
演
じ
て
い
る
、
②
貞
享

四
年
（
一
六
八
七
）
の
同
社
神
事
猿
楽
に

は
出
演
し
て
い
な
い
―
と
い
う
二
点
だ
け

で
あ
る
。
転
出
は
そ
の
間
の
い
つ
か
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
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記
し
た
の
で
は
な
い
か
。
猿
楽
上
演
の
こ

と
が
筆
録
者
の
意
識
に
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、

あ
ま
り
遡
ら
な
い
時
点
ま
で
は
演
じ
ら
れ

て
い
た
の
だ
ろ
う
。

藩
主
に
よ
っ
て
再
興
さ
れ
る
な
ら
そ
の

逆
も
あ
り
得
る
が
、
岡
部
氏
転
封
の
元
和

七
年
で
は
早
す
ぎ
る
。
す
な
わ
ち
、
菅
沼

氏
か
ら
松
平
氏
に
変
わ
っ
た
慶
安
元
年

（
一
六
四
八
）
が
、
そ
の
有
力
候
補
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
。
あ
く
ま
で
一
つ
の
可

能
性
だ
が
、
矢
田
座
は
こ
の
直
後
に
丹
波

の
地
を
離
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

〈
彙
報
〉受

賞

者

紹

介

今
年
度
、
会
員
・
会
友
の
中
で
、
受
賞

の
栄
に
浴
さ
れ
た
方
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
紹
介
致
し
ま
す
。

飯
塚
恵
理
人
　

江
馬
賞
　
日
本
風
俗
史
学
会

平
成
十
二
年
十
月

筧
　
　
鉱
一
　

愛
知
県
芸
術
選
奨

平
成
十
三
年
三
月

な
の
り
座
運
営
委
員
会
（
代
表
林

和
利
）

名
古
屋
市
芸
術
祭
審
査
員
特
別
賞
　

平
成
十
三
年
一
月

慶
長
十
五
年
に
演
じ
ら
れ
た
と
い
う
矢

田
神
社
神
事
猿
楽
は
、
前
年
入
封
し
た
亀

山
城
主
岡
部
長
盛
の
手
に
よ
っ
て
「
再

興
」
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
社
記
に

よ
っ
て
わ
か
る
。
再
興
し
た
も
の
を
そ
の

在
任
期
間
に
な
く
す
は
ず
は
な
い
と
思
わ

れ
る
の
で
、
長
盛
が
福
知
山
へ
移
る
元
和

七
年
（
一
六
二
一
）ま
で
は
、
少
な
く
と
も

続
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
間
は
矢
田

座
が
勤
め
た
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
る
。

そ
の
後
、
亀
山
城
主
は
岡
部
氏
か
ら
松

平
氏
・
菅
沼
氏
・
松
平
氏
と
移
っ
て
、
貞

享
三
年
に
久
世
重
之
氏
が
入
封
し
て
く
る

の
だ
が
、
矢
田
座
が
出
て
い
な
い
と
い
う

矢
田
神
社
猿
楽
記
録
が
そ
の
翌
年
で
あ
り
、

そ
の
間
の
記
録
が
な
い
と
い
う
の
は
気
に

な
る
。
慶
長
十
五
年
の
例
に
倣
う
な
ら
、

再
び
途
絶
え
て
い
た
神
事
猿
楽
を
久
世
氏

が
再
興
し
た
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

少
な
く
と
も
、
社
記
の
記
さ
れ
た
延
宝

年
間
（
一
六
七
三
〜
八
一
）
の
上
演
が
記

さ
れ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
こ
の
時
期
は

猿
楽
の
上
演
が
な
か
っ
た
と
見
て
よ
い
。

そ
の
直
前
ま
で
は
演
じ
ら
れ
て
い
た
が
、

何
ら
か
の
事
情
に
よ
り
矢
田
大
夫
が
い
な

く
な
っ
て
、
上
演
不
可
能
と
い
う
状
況
が

生
じ
た
と
推
定
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ

う
。
そ
の
危
機
意
識
に
よ
っ
て
、
社
記
を
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東
海
能
楽
研
究
会
年
報
　
第
五
号

二
〇
〇
一
年
（
平
成
十
三
）
三
月
三
十
一
日
発
行

代
表
者
　
筧
　
鉱
一

幹
事
校
　
名
古
屋
女
子
大
学
　
林
研
究
室

〒
467
―

0003
名
古
屋
市
瑞
穂
区
汐
路
町
三
―
四
○

印
刷
者
　
共
生
印
刷
㈱

平
成
十
二
年
度

例
　
会
　
記
　
録

（
平
成
十
二
年
五
月
〜
十
三
年
三
月
）

平
成
十
二
年
五
月
二
十
八
日
　

「
金
春
安
明
氏
の
小
泉
理
論
に
対
す
る
反
論

―
謡
は
テ
ト
ラ
コ
ル
ド
で
は
な
い
―
」

小
島
　
英
幸
氏

七
月
二
十
三
日
　

「
伝
統
芸
能
上
演
会
（
八
月
十
日
）
に
向
け
て
の
準
備
会
」

各
　
解
　
説
　
者

九
月
十
七
日
　

「
作
品
研
究
『
金
津
』」

藤
岡
　
道
子
氏

十
一
月
五
日
　

「『
和
泉
流
狂
言
六
義
抜
書
』
台
本
と
し
て
の
位
置
」
野
崎
　
典
子
氏

「
金
剛
宗
家
蔵
　
尾
崎
浪
音
宛
金
剛
巌
書
状
に
つ
い
て
」保

田
　
紹
雲
氏

平
成
十
三
年
一
月
二
十
八
日
　

「
狂
言
に
お
け
る
傘
の
意
味
」

林
　
　
和
利
氏

三
月
二
十
五
日
　

「
岐
阜
県
郡
上
郡
石
徹
白
の
白
山
中
居
神
社
の
能
面
に
つ
い
て
」

曽
我
　
孝
司
氏

（
い
ず
れ
も
会
場
は
、
名
古
屋
女
子
大
学
汐
路
学
舎
南
四
号
館
三
階
会
議
室
）
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